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　みなさんの周りにある 道
みち

や川
かわまわ く

く ふう

く ふう

かか

は、わたしたちの暮らしにどのような関わりがあると思い
おも

ますか。また、わたしたちの生
せい

活
かつ おそささ そな

を支えたり、恐ろしい災
さい

害
がい

に備えたりするために、どのよ
うなく工夫がされているでしょうか。
　わたしたちの住

す

む川
かわ

崎
さき

のまちをより安
あん

全
ぜん く

で暮らしやすいまちにするために、みんなで考
かんが

え、
協
きょうりょく

力していくことが大
たい

切
せつ

です。
　この本で発

はっほん

見
けん

した工夫を、みなさんの周りにある道
みちまわ

や川
かわ

でも見
み

つけてくださいね。みんな
で川

かわ

崎
さき よ

のまちをより良くしていきましょう。
 川

かわ

崎
さき

市
し

建
けん

設
せつ

緑
りょく

政
せい

局
きょく

道
どう

路
ろ

で何
なに

をしているのだろう？

なぜ、川
かわ はん らん

が氾濫することがあるの？

「１ わたしたちの道
みち

」を開
ひら

いてみよう。
道
みち はたら ふう

の働きやたくさんの工夫が紹
しょうく

介
かい

されているよ。

「２ わたしたちの川
かわ

」や「３ 安
あん

全
ぜん

な暮らし」を開
ひらく

いてみよう。
暮らしを守

まも ふうく く

るために、どんな工夫がされているか発
はっ

見
けん

してね！

何
なに

が見
み

えるんだろう？
気
き

になるなぁ
（くわしく知

し

み
りたいときは

　7ページを見てください）

ニュースで見
み

たことがある！
わたしたちのまちは大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

かな。
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●道路標識
どう ろ ひょうしき

こく どう ばん ごう

けん どう ばん ごう

国道番号

県道番号

①まちにある色々な
みちいろいろ

道
みち

はたら
まちにはどのような道があるでしょうか。
また、どんな働きがあるでしょうか。

わたしたちの道
みち

2

みち まめ ち しき

その他
ほか

に、県
けん

道
どう

、市
し

道
どう

、私
し

道
どう

などの道
みち

があります。
（もっと詳しく知りたいときは、31ページを見てください。

くわ し み

（もっと詳しく知りたいときは、31ページを見てください。
くわ し み

川
かわ

崎
さき

市
し

には、次
つぎ

のような大
おお

きな道
みち

（国
こく

道
どう

）があります。
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東京丸子横浜
とうきょう まる  こ    よこ  はま 

　中原8号線
なかはら　　　 ごうせん

わたしたちの道
みち

②道
みち はたら

の働き
　道

みち

は、人
ひと

や車
くるま

はたら

が通
とお

るほかに、
どんな働きがある
のでしょう。

道
みち く か

がつくられると、暮らしはどのように変わるでしょう。
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ボランティアの人たちによるそうじ（宮前区） 
みや まえ  く

ボランティアの人たちによるそうじ（川崎区） 
かわさき  く

駐 輪 場（中原区）
ちゅう りん じょう なか はら く

道路は、わたしたちのまちや暮らしに、どのように役立っている
のでしょう。

毎
まい

日
にち く か

の暮らしに欠かせない、食
た

べ物
もの

や日
にち

用
よう

品
ひん

、工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

が道
どう

路
ろ

を通
とお

って
運
はこ

ばれています。

街
がい

路
ろ

樹
じゅ

はまちの大
たい

切
せつ

な緑
みどり

です。光
ひかり

や
風
かぜ

も道
どう

路
ろ

を通
とお

って町
まち

の中
なか

に入ってき
ます。

お祭
まつ う だ

りやイベントで、まちににぎわいを生み出しています。

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な水
すい

道
どう

や電
でん

気
き

、ガス、電
でん

話
わ

線
せん

などが、道
どう

路
ろ

の地
ち

下
か

や上
じょう

空
くう

を通
とお

っています。

災
さい

害
がい

が起
お

きたときには、避
ひ

難
なん

する人
ひと

やみんなを助
たす

ける救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

や消
しょう

防車
しゃぼう

も、
道
どう

路
ろ

を通
とお

ります。
広
ひろ

ふせ

い道
どう

路
ろ

は、火
か

事
じ

が広
ひろ

がることも、
防ぎます。

１.人
ひと

や物
もの

を運
はこ

ぶ

３.住
す

みやすいまちをつくる

５.にぎわいを生
う

む

２.水
すい

道
どう

や電
でん

気
き

、ガスなどを通
とお

す

４.災
さい

害
がい

からまちを守
まも

る

［(https://www.ktr.mlit.go.jp/kawakoku/kawakoku00183.html)ズッキくこわか 国
こく

土
ど

交
こう

通
つう

省
しょう

川
かわ

崎
さき

国
こく

道
どう

事
じ

務
む

所
しょ

]を加
か

工
こう

して作
さく

成
せい
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町田市

狛江市
こまえし

ちょうふし

いなぎし

まちだし

あさおく
みやまえく

たかつく

た ま く

た ま し

調布市

稲城市

多摩市

 

みち

みち みち

みちみちいま

みちいま

歩道が整備されていない道歩道が整備されていない道

わたしたちの道
みち

③住
す

みよいまちの道
みち

づくり
　もっと使

つか

いやすく、安
あん

全
ぜん

な道
みち

にするために、市
し

役
やく

所
しょ

では、どんな仕
し

事
ごと

をして
いるのでしょう。
　また、みんなが道

みち き も よ

を気持ち良く使
つか

うためにはどうすればよいのでしょう。
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高津区千年
たか つ く ち とせ

高津区千年
たか つ く ち とせ

ほ どう せい び みちほ どう せい び みち 歩道が整備され、自転車の通行位置も分かり
やすくなった道
歩道が整備され、自転車の通行位置も分かり
やすくなった道

ほ どう せい びほ

みちみち

どう せい び じ てん しゃ つう こう い ち わわじ てん しゃ つう こう い ち

線
見
鶴

令和６年３月末時点

せたがやく

おおたく

なかはらく

さいわいく

かわさきく

よこはまし

世田谷区

大田区

横浜市

京急
大師
線

川

港
崎

東京都

道
みち

を新
あた

しくつくるだけでなく、より良い道
よ

にするために、道
みち

を定
てい

期
き

的
てき

にパトロールし、
点
てん

検
けん

や補
ほ

修
しゅう おこな

おこな き じゅん てん きょ り たか はか

どう ろ どう そく りょうろただ い ち

などを行っています。また、道路などを正しい位置につくるため、道路の測量を

道
どう

路
ろ

に自
じ と

転
てん

車
しゃ

を停めると、歩
ある

く人
ひと

に危
き

険
けん

で、救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

などの緊
きん

急
きゅう

車
しゃ

両
りょう

も通
とお

れなくなります。
安
あん

全
ぜん

で使
つか

いやすい道
みち

にするために、わたしたちも協
きょう

力
りょく

しなければならないことがあります。

自
じ

転
てん

車
しゃ

は決
き

められた
場
ば

所
しょ

に止
と

めよう！

川崎駅東口のまわり（川崎区）
かわ さき えき ひがしぐち かわ さき く

補道
どう

路
ろ

の
ほ

修
しゅう

をしているところ

自
じ

転
てん

車
しゃ

を撤
てっ

去
きょ

しているところ

道
どう

路
ろ

の 道
どう

路
ろ そくりょう

の測量をしているところ点
てん

検
けん

をしているところ

7

行い、基準となる点からの距離や高さを測っています。



じ　てん  しゃ　

（川崎区）
かわ さき　く

歩道・自転車通行帯（市役所通り）（川崎区）
ほ どう じ てんしゃ つうこうたい し やくしょ どお かわさき く

自転車レーン（中原区）

歩行空間を緑色にして分かりやすく示している道（幸区）
さいわいほ こう くう かん みどりいろ わ しめ みち    く

なか  はら　 く

あん　　ぜん　　あん　　しん みち

安全安心な道
　まちなかに電柱があると、歩ける
場所が狭くなって危険になったり、
大きな地震のときに、電柱が倒れた
り電線が切れて垂れ下がったりする
などして、避難や救助活動のさまた
げになります。
　そのため、電柱や電線を地下に埋
めています。

でん  ちゅう

でん  ちゅう

でん  ちゅう

でん  せん

き　　けんば しょ せま

じ　　しんおお たお

でん　 せん き た さ

ひ　 なん きゅう じょ　 かつ　どう

ち　　  か う

か みち

モール化された道

ある

電柱のない道（川崎区）
かわ さき   くでんちゅう みち

わたしたちの道
みち

④道
みち く ふう

づくりの工夫
　道

どう ふう

路
ろ く

には、どんなところにどんな工夫がされているのでしょう。

　まちなかに電
でん

柱
ちゅう

があると、歩
ある

ける
場
ば

所
しょ

が狭
せま

くなって危
き

険
けん

になったり、
大
おお

きな地
じ

震
しん

のときに電
でん

柱
ちゅう

が倒
たお

れたり
することがあるため、電

でん

柱
ちゅう な

を無くし
電
でん

線
せん

を地
ち

下
か

に埋
う

ています。また、み
んなが安

あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

に道
みち

を使
つか

えるよう
に、車

くるま

や自
じ

転
てん

車
しゃ

と歩
ある

く人
ひと

の道
みち

を分け
わ

たりしています。
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（中原区）

なか はら  く

かん　  きょう

したりするほそう

雨

あめ

環
かん

境
きょう

にやさしい道
みち

　車
くるま

の騒音
おん へそう

を減らしたり、歩
ほ

道
どう

を歩
ある

きやすくするため雨
あま

水
みず

を地
ち

下
か

に通
とお

したりする
舗装を行っています。また、雨

あめほ そう

ほ そうく ふう

おこな

おこな

た

の日
ひ

などに溜めた水
みず

を晴
は

れた日
ひ

に蒸
じょう

発
はつ

させること
で路

ろ

面
めん

（道
どう

路
ろ

の表
ひょう

面
めん

）の温
おん

度
ど

を下
さ

げ、夏
なつ

の暑
あつ

い日
ひ

でも涼
すず

しく歩
ある

ける工夫をした舗装
も行っています。

高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

がいのある人
ひと

にやさしい歩
ほ

道
どう

　歩
ほ

道
どう

の段
だん

差
さ

を少
すく

なくしたり、杖の先
さきつえ

などが排
はい

水
すい こう はさ

溝に挟まらないように目
め

の細
こま ふた

かい蓋
に取

と

りかえたりするなど、安
あん

心
しん

して安
あん

全
ぜん

に道
みち

を歩
ある く ふう

けるように工夫がされています。

歩
ほ

道
どう

に勾
こう

配
ばい

があり、転
ころ

ぶ危
き

険
けん

が
あります。

排
はい

水
すい こう

溝の網
あみ

目
め

が大
おお

きく、杖の先など
さきつえ

が挟まる危
きはさ

険
けん

があります。

歩
ほ

道
どう

の勾
こう

配
ばい

を減
へ

らし、
歩
ある

きやすくなった歩
ほ

道
どう

目
め

の細
こま ふた

かい蓋に取
と

りかえた排
はい

水溝
すい こう

騒音
おんそう

を減らす道
みちへ

雨
あま

水
みず

の溜まらない道
みちた

雨
あめ

雨

あめ

温
おん

度
ど

を下
さ ほ そうく ふう

げる工夫をした舗装

雨
あめ

水
すい

蒸
じょう

気
き

＋熱
ねつ

⇒温
おん

度
ど

が下
さ

がる

タイヤと路
ろ

面
めん

の間
あいだ

に空
くう

気
き

が入
はい そう  おん

り、これが騒音
になります。
路
ろ ま

面
めん すき

の隙間を作
つく

ると、
空
くう

気
き

が逃
に

げて、騒音が
そう おん

小
ちい

さくなります。



わたしたちの道
みち

⑤道
みち

と鉄
てつ

道
どう

の立
りっ

体
たい

交
こう

差
さ

　道
みち

と鉄道が交
こうてつ どう

差
さ

する場
ば

所
しょ ふみ きり

ふみ きり

には踏切があります。
　踏切には、どんな問

もん

題
だい

があるでしょうか。

平
ひら

間
ま

駅
えき

前
まえ

踏
ふみ

切
きり

（中
なか

原
はら

区
く

）

立
りっ

体
たい

交
こう

差
さ

になる前
まえ

の武
む

蔵
さし

中
なか

原
はら

駅
えき

付
ふ

近
きん

（中
なか

原
はら

区
く

）

産
さん

業
ぎょう

道
どう

路
ろ

踏
ふみ

切
きり

（川
かわ

崎
さき

区
く

）

塚
つか

越
ごし

踏
ふみ

切
きり

（幸
さいわい

区
く

）

鉄
てつ

道
どう

が道
どう

路
ろ

の上を走
はし

る武
む

蔵
さし

中
なか

原
はら

駅
えき

付
ふ

近
きん

（中
なか

原
はら

区
く

）

鉄
てつ

道
どう

が地
ち

下
か

を通
とお

る産
さん

業
ぎょう

道
どう

路
ろ

踏
ふみ

切（川崎区）
きり かわ さき く

りっみち どうてつ たい こう さ ふみ きり あん ぜん く くるま じゅう たい
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大師橋駅
だい し ばし えき

大師橋駅
だい し ばし えき

大師橋駅
だい し ばし えき

道と鉄道を立体的に交差させ、踏切をなくすことで、安全で暮らしやすくなり、車の渋滞
もなくなります。

⑥橋
はし はたら

の働き
　橋

はし

も、まちとまちを結
むす

ぶ道
みち

のひとつです。

多
た

摩
ま

水
すい

道
どう

橋
ばし

（多
た

摩
ま

区
く

）

昭
しょう

和
わ

１４年
ねん

に架けられた昔
むかし

の大
だい

師
しか

橋
ばし

鉄
てつ

道
どう

の上
うえ

を通
とお

る柿
かき

生
お

大
おお

橋
はし

（麻
あさ

生
お

区
く

）

くかわ さきた ま がわ

多摩川スカイブリッジ（川崎区）

現在の大
だいざいげん

師
し

橋
ばし

（川
かわ

崎
さき

区
く

）
（古

ふる

くなったため平
へい

成
せい

18年
ねん

に架け替
かか

えが完
かん

成
せい

）

道
みち

の上
うえ

を通
とお

る下
しも

原
はら

橋
ばし

（多
た

摩
ま

区
く

）

川
かわ

に架かる橋
はし

だけではなく、鉄
てつ

道
どう

を跨ぐ橋
はしまた また

、道
どう

路
ろか

を跨ぐ橋
はし

などもあります。
（橋

はし

についてもっと詳しく知
し みだい しょうくわ

りたいときは、第４章の34ページを見てください。）
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